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１．基本理念 

「大分市総合計画（おおいた創造ビジョン 2024）」が示す、めざすまちの姿（都市像）

として「笑顔が輝き 夢と魅力あふれる 未来創造都市」が掲げられています。また、未来へ

のキーワードとして「はぐくむ」「つくる」「つながる」「ひろがる」が掲げられています。 

大分市の魅力である豊かな自然、悠久の歴史の中で、市民・行政・民間事業者等が協力し

て優れた都市環境やより良い住環境をつくり、はぐくみ、ひろげ、未来へつなげることを目

指し、本計画の基本理念を「豊かな自然と歴史がはぐくむ 笑顔ひろがる住まいと みんなで

つくる未来創造都市」とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

■基本理念 
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２．視点と基本目標 

（１）それぞれの視点に対応する基本目標について 

「住生活基本計画（全国計画）」及び「大分県住生活基本計画」では、住民に分かりやす

い計画とするために、視点毎にさまざまな目標や施策を整理しています。本計画においても

それを踏まえ、基本理念を実現するため 4 つの視点と 4 つの基本目標を設定します。 

 

①居住者からの視点 

全ての市民の安定居住を図るうえで、少子高齢化や人口減少が深刻化しつつある現状を鑑

みると、子育て世帯と高齢者世帯の安定居住を図ることが特に重要です。また、それ以外の

住宅の確保が困難な世帯・者（住宅確保要配慮者）に対しても、住宅セーフティネットを確

実に構築する必要があります。 

これらの居住者からの視点を踏まえ、以下の基本目標を定めます。 

 

 

②地域からの視点 

豊かな暮らしの実現には個々の住まいの質の向上だけでなく、自然や歴史が感じられる良

好な景観、生活利便性や良好な音環境、さらには災害に強い等の住環境が求められています。

また、弱体化が懸念される地域コミュニティの活性化や、地域住民が主体的に地域の住環境

の魅力向上を図る動きもあることから行政の支援が必要とされています。 

これらの地域からの視点を踏まえ、以下の基本目標を定めます。 

 

 

③住宅ストックからの視点 

住宅ストックの有効活用が求められる中、住宅市場での安心な取引や住み替えの支援、住

宅の質の向上等を通じた永く住み続けられる住宅への転換、使用されていない住宅ストック

である空き家の有効活用に関する取組等が必要とされています。 

これらの住宅ストックからの視点を踏まえ、以下の基本目標を定めます。 

 

 

④産業からの視点 

住生活関連産業においては、住宅ストックの活用や高齢化等に関連し新たなビジネスが創

出されています。また、大分市では人工林が成長し、木材として利用可能な森林が増えてい

るものの木材利用が進んでいません。このようなことから、住宅ストックビジネス（空き家

管理、リフォーム等）や大分市産材を活用した木造住宅の建築促進、家事代行、粗大ゴミの

搬出、食事宅配等の住生活関連産業の活性化を目指す必要があります。 

これらの産業からの視点を踏まえ、以下の基本目標を定めます。   

基本目標１ 市民の安全・安心な暮らしの実現 

基本目標２ 暮らしを支える良好な住環境づくり 

基本目標３ 住宅ストックを活用した永く暮らせる住まいの実現 

基本目標４ 住生活関連産業の活性化 
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（２）住宅政策上の課題との関係 

住宅政策上の課題に対応する 4 つの視点と 4 つの基本目標を整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

■住宅政策上の課題と視点・基本目標との関係 
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３．施策の体系 
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４．本計画の計画フレームの設定 

本計画では、このままの状況で人口が推移することを前提条件として住宅政策を展開する

ことから、社人研の推計による将来人口を人口フレームとして採用します。 

社人研による将来人口の推計は、平成 37 年に 47.2 万人と予想されていることから、本

計画における人口フレームは 47.2 万人と設定します。 

 

 

 

 

 

なお、「大分市総合計画（おおいた創造ビジョン 2024）」においては、大分市が自然増

と社会増の両面から人口減少問題に取り組むことで、平成 31 年度末の将来人口を

478,100 人、世帯数を 206,000 世帯、平成 36 年度の将来人口を 477,900 人と想定

しています。本計画においては、大分市総合計画が想定する人口、世帯数に向け各種住宅施

策に取り組むこととします。 

 

■人口フレームの設定 

人口フレーム：472,000 人（平成 38 年度） 


